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一
九
七
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会（
以
下
：
大
阪
万
博
）は
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
国
際
博
覧
会
だ
。
会
期
中
の
来
場
者
数
は
約
六
四
二
一
万
人
。
単
純
計
算
を
す
れ
ば
、
当
時
の
日

本
国
民
の
六
割
以
上
が
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。
会
場
の
中
心
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
に
は
岡
本
太
郎

が
中
心
と
な
っ
て
手
が
け
た
太
陽
の
塔
と
丹
下
健
三
の
大
屋
根
が
構
え
、
菊
竹
清
訓
の
設
計
に
よ
る

エ
キ
ス
ポ
タ
ワ
ー
や
奇
抜
な
パ
ビ
リ
オ
ン
群
は
、
明
る
く
輝
か
し
い
未
来
を
体
感
す
る
の
に
十
分
で
あ
っ

た
。
経
済
成
長
の
中
で
進
歩
の
歌
を
合
唱
し
て
き
た
私
た
ち
が
辿
り
着
い
た
場
所
。
大
成
功
に
終
わ
っ

た
大
阪
万
博
の
跡
地
は
、万
博
記
念
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、現
在
も
人
が
集
う
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
公
園
内
に
あ
る「E

X
P

O

’70
パ
ビ
リ
オ
ン
」は
、
大
阪
万
博
の
鉄
鋼
館
を
改
装
し
て
二
〇
一
〇

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
記
念
館
だ
。
そ
の
特
性
上
、
展
示
内
容
は
大
阪
万
博
と
そ
の
周
辺
の
事
象
に
限

ら
れ
る
。
収
蔵
物
は
パ
ビ
リ
オ
ン
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
模
型
、
映
像
、
写
真
の
他
、
ス
タ
ン
プ
帳
や
絵
葉

書
な
ど
の
お
土
産
品
、
V
I
P
を
中
心
に
配
布
さ
れ
た
記
念
品
、
ポ
ス
タ
ー
や
ソ
ノ
シ
ー
ト
な
ど
の
広

報
物
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
公
式
マ
ー
ク
が
蓋
に
あ
し
ら
わ
れ
た
鍋
や
表
情
が
ど
う
も

お
か
し
い
太
陽
の
塔
の
文
鎮
な
ど
、
当
時
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
公
式
・
非
公
式
関
わ
ら
ず
大
阪

万
博
に
関
連
付
け
ら
れ
制
作
・
販
売
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
時
代
背
景
や
関
係
者
の

思
惑
が
感
じ
ら
れ
て
面
白
い
。

　

当
館
の
収
蔵
品
は
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
常
設
展
内
の
展
示
資
料
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
大
阪
万
博
を
主
催
し
た
日
本
万
国
博
覧
会
協
会
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
だ
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
設

定
や
会
場
基
本
計
画
の
た
め
の
会
議
録
、
国
内
外
向
け
広
報
資
料
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
会
期
前

の
も
の
か
ら
、
会
期
中
の
業
務
日
報
、
記
録
写
真
、
新
聞
記
事
、
ま
た
各
パ
ビ
リ
オ
ン
の
報
告
書
や
跡

地
利
用
計
画
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
種
々
雑
多
な
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
閉
幕
後
に
外

国
パ
ビ
リ
オ
ン
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
展
示
品
だ
。
現
在
で
は
輸
入
規
制
を
受
け
て
い
る
素
材
を
使
用

し
た
資
料
も
あ
り
、
民
族
学
的
に
も
工
藝
的
に
も
研
究
対
象
と
し
て
貴
重
な
も
の
も
多
い
。
最
後
に

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
来
館
者
か
ら
の
寄
贈
品
だ
。
代
替
わ
り
や
引
っ
越
し
等
で
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
大

阪
万
博
の〝
思
い
出
の
品
〞を
広
く
募
集
・
収
集
し
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
度
の
受
入
実
績
は
約
六

一
〇
点
。
協
会
職
員
と
し
て
、
ま
た
パ
ビ
リ
オ
ン
・
ホ
ス
テ
ス
や
警
備
隊
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
方
か

ら
の
寄
贈
品
に
は
初
見
の
も
の
が
多
く
、
毎
回
驚
か
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
寄
贈
品
は
す
で
に
単
な
る
記

念
品
で
は
な
く
、
博
覧
会
の
歴
史
発
掘
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
芸
術
表
現
を
再
評
価
す
る
動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。
近
年
進
展
が
あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

一
部
紹
介
し
た
い
。
大
阪
万
博
の
鉄
鋼
館
に
は
、
テ
ー
マ「
鉄
の
歌
」
を
忠
実
に
再
現
し
た
楽
器（
音

響
）彫
刻
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
彫
刻
家
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
シ
ェ
と
音
響
技
師
の
ベ
ル

ナ
ー
ル
・
バ
シ
ェ
兄
弟
が
手
が
け
た
こ
の
彫
刻
は
、
鉄
や
ガ
ラ
ス
棒
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ボ
ー
ル
紙
、
ピ

ア
ノ
線
な
ど
の
素
材
で
制
作
さ
れ
、
会
期
中
に
展
示
さ
れ
た
十
七
基
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
来
館
者
が

実
際
に
演
奏
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。
バ
シ
ェ
の
作
品
は
基
本
的
な
原
理
、
形
態
を
別
に
す
れ
ば
、
同
様

の
デ
ザ
イ
ン
、
形
の
も
の
は
世
界
に
ふ

た
つ
と
な
い
。
展
示
さ
れ
る
場
所
に
足

を
運
び
、
そ
の
場
所
の
固
有
性
を
作
品

に
盛
り
込
む
表
現
方
法
は
、
サ
イ
ト
ス

ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
の
先
駆
け
と

も
捉
え
ら
れ
る
。
当
時
、
こ
の
彫
刻
の

一
部
を
使
用
し
、
演
奏
家
・
高
橋
悠
治

が「
エ
ゲ
ン
」
を
、
作
曲
家
・
武
満
徹
が

即
興
音
楽「
四
季
」を
作
曲
。
テ
ー
プ
に

録
音
さ
れ
、
鉄
鋼
館
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ア

タ
ー（
ホ
ー
ル
）で
多
元
再
生
に
よ
っ
て

演
奏
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
彫
刻
は
博
覧

会
閉
幕
後
に
解
体
・
保
管
さ
れ
て
い
た

が
、
二
〇
一
〇
年
の
当
館
開
館
に
際
し

大
阪
万
博
を
展
示
す
る

│
収
蔵
品
と
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

山
﨑
愛

「
大
阪
万
博19

7
0

  

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
展

会
期
：
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
日
│
五
月
十
七
日　

会
場
：
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
４
﹇
二
階
﹈
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て「
池
田
フ
ォ
ー
ン
」
を
、
次
い
で
二

〇
一
三
年
に「
川
上
フ
ォ
ー
ン
」「
高

木
フ
ォ
ー
ン
」を
修
復
・
復
元
。
こ
の

修
復
に
は「
川
上
フ
ォ
ー
ン
」の
名
の

由
来
と
な
っ
た
川
上
格
知
、
バ
シ
ェ

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
ス
ペ
イ

ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
・
大
学
院
研

究
員
の
マ
ル
テ
ィ
・
ル
イ
ツ
が
携
わ

り
、
当
館
と
京
都
市
立
芸
術
大
学
で

講
演
と
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同

年
、
フ
ラ
ン
ス
に
バ
シ
ェ
記
念
館
が

オ
ー
プ
ン
。
残
り
の
楽
器
の
修
復
・

復
元
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
は
本
展

の
関
連
事
業
と
し
て
演
奏
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
鉄
鋼
館
で
の
先
端
的
な
音
楽
表
現
は
、
現
在
ま
で
国
内
外
を
問
わ

ず
芸
術
家
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
バ
シ
ェ
の
意
志
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

大
阪
万
博
で
上
映
さ
れ
た
映
像
の
調
査
・
研
究
に
も
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
。
一
九
六
七
年
に
開

催
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
万
国
博
覧
会
で
は
、
映
画
手
法
を
応
用
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
が
多

数
設
け
ら
れ
、
特
に
独
特
の
映
画
手
法
と
特
産
の
ガ
ラ
ス
工
芸
を
巧
み
に
活
か
し
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
館
に
人
気
が
集
ま
っ
た
。
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
で
も
映
像
を
主
体
と
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
が

花
開
き
、
当
時
の
思
い
出
と
し
て
三
菱
未
来
館
や
富
士
グ
ル
ー
プ
パ
ビ
リ
オ
ン
の
映
像
を
挙
げ
る
来

館
者
も
多
い
。
み
ど
り
館
で
は
世
界
初
と
な
る
全
天
全
周
映
像「
ア
ス
ト
ロ
ラ
マ
」が
話
題
と
な
っ
た
。

直
径
三
十
メ
ー
ト
ル
の
ド
ー
ム
に
周
囲
三
六
〇
度
、
上
下
二
一
〇
度
も
の
視
野
角
で
映
し
出
さ
れ
る

迫
力
の
あ
る
映
像
は
、『
誕
生
』と『
前
進
』の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
、上
映
機
材
は
も
ち
ろ
ん
、
ユ
ニ
ッ

ト
カ
メ
ラ
と
呼
ば
れ
る
撮
影
機
材
も
新
し
く
開
発
さ
れ
た
。『
誕
生
』に
は
舞
踏
家
、
振
付
家
、
演
出

家
、
俳
優
と
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
活
躍
し
た
土
方
巽
が
出
演
。
北
海
道
雌
阿
寒
岳
の
原
生
林
、
硫
黄

山
を
背
景
に
し
た
撮
影
で
、
そ
の
身
体
表
現
の
限
界
に
挑
ん
で
い
る
。
二
〇
一
〇
年
、『
誕
生
』の
フ
ィ

ル
ム
の
調
査
を
開
始
。
実
存
し
て
い
る
映
写
フ
ィ
ル
ム
の
一
部
は
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
さ
れ
て

お
り
、
再
上
映
に
向
け
た
動
き
も
緩
や
か
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
二
〇
一
三
年
、
長
ら
く
所
在
不
明
で

あ
っ
た
日
本
館
の
映
像『
日
本
と
日
本
人
』の
フ
ィ
ル
ム
が
都
内
某
所
で
発
見
さ
れ
た
。
市
川
崑
が
監

督
を
務
め
た
本
作
は
、
富
士
山
を
通
じ
て
日
本
と
日
本
人
の
精
神
性
を
興
味
深
く
捉
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
展
示
映
像
の
保
存
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
現
は
、
大
阪
万
博
の
実
験
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
芸

術
性
を
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
だ
ろ
う
。

　

大
阪
万
博
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」。
こ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
多
く
の
建

築
家
、
芸
術
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
作
家
が
携
わ
っ
た
。
磯
崎
新
、
黒
川
紀
章
、
草
間
彌
生
、
横
尾
忠
則
、

亀
倉
雄
策
、福
田
繁
雄
、永
井
一
正
、手
塚
治
虫
、谷
川
俊
太
郎
…
…
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
は
コ

シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
や
森
英
恵
。
い
ず
れ
も
当
時
若
手
な
が
ら
、
そ
の
実
力
を
発
揮
す
る
場
が
広
く
与
え
ら
れ

た
の
だ
。
こ
の
ほ
か
、
野
外
彫
刻
の
制
作
に
三
木
富
雄
、
関
根
伸
夫
ら
が
出
展
。
具
体
美
術
協
会
に
よ

る
具
体
美
術
ま
つ
り
で
は《
ス
パ
ン
コ
ー
ル
人
間
》《
赤
人
間
》な
ど
壮
大
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、

現
代
彫
刻
、
現
代
音
楽
な
ど〝
現
代
〞と
い
う
名
の
も
と
に
取
り
組
ま
れ
た
前
衛
的
活
動
は「
＝
明
る
い

未
来
」と
し
て
観
客
を
魅
了
し
た
。
ま
た
大
阪
万
博
を
き
っ
か
け
に
実
現
に
至
っ
た
技
術
を
い
く
つ
か
挙

げ
た
い
。
電
気
通
信
館
で
展
示
さ
れ
た「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
テ
レ
ホ
ン
」は
、
自
動
車
電
話
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ル

ダ
ー
ホ
ン
を
経
て
携
帯
電
話
と
し
て
、
自
動
で
身
体
を
洗
浄
・
乾
燥
し
て
く
れ
る
浴
槽
・
サ
ン
ヨ
ー
館
の

「
ウ
ル
ト
ラ
ソ
ニ
ッ
ク
・
バ
ス（
人
間
洗
た
く
機
）」は
介
護
用
浴
槽
と
し
て
、
ま
た
黒
川
紀
章
ら
が
手
が
け
た

タ
カ
ラ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
リ
オ
ン
の
カ
プ
セ
ル
住
宅
は
、
大
阪
に
世
界
初
の
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
を
生
ん
だ
。
日

本
館
で
模
型
が
出
展
さ
れ
た
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
し
て
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
現
在
も
影
響
力
を
持
つ
建
築
・
芸
術
家
の
関
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
技
術
的
進
歩
の
面

に
お
い
て
も
大
阪
万
博
を
通
じ
た
研
究
は
多
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。
く
わ
え
て〝
万
博
マ
ニ
ア
〞と
呼

ば
れ
る
愛
好
家
・
コ
レ
ク
タ
ー
の
層
が
厚
い
の
も
大
阪
万
博
の
特
徴
だ
。
関
連
資
料
の
蒐
集
、
移
設
さ
れ

た
パ
ビ
リ
オ
ン
や
展
示
品
の
記
録
制
作
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
の

会
場
全
景
の
立
体
的
な
再
現
。
彼
・
彼
女
ら
の
な
か
で
、
ま
だ
大
阪
万
博
は
終
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
。

　

海
外
旅
行
が
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
。
博

覧
会
は
ま
さ
に
世
界
が
集
う〝
祭
り
〞だ
っ
た
。
博
覧
会
の
意
義
や
位
置
付
け
も
、
時
代
と
と
も
に
変

わ
っ
て
い
く
。
今
年
は
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
、
そ
し
て
二
〇
二
〇
年
に
は
ド
バ
イ
で
国
際

博
覧
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
万
博
は
現
在
も
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
、
一
九
七
〇
年
に
輝
く

過
去
で
あ
り
未
来
。
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
。
そ
れ
を
ま
る
ご
と
、
展
示
資
料
を
通
じ
て
次
世
代
に
伝
え

て
い
き
た
い
。 

 

（E
X

P
O

’70
パ
ビ
リ
オ
ン
学
芸
員
）

大阪万博での楽器（音響）彫刻展示の様子。手前が「川上フォーン」
提供：大阪府




